
年
末
に
、
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ

の
熱
戦
も
あ
り
ま
し
た
が
、

何
と
い
っ
て
も
ロ
シ
ア
に
よ

る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
略
戦
争
の

恐
ろ
し
さ
を
目
の
当
た
り
に

し
た
一
年
で
し
た
。
▼
日
本

で
も
世
界
で
も
、
ロ
シ
ア
に

よ
る
蛮
行
は
許
せ
な
い
と
、

反
戦
デ
モ
な
ど
が
広
が
り
ま

し
た
が
、
い
ま
だ
終
戦
の
見

通
し
が
立
ち
ま
せ
ん
。
そ
の

よ
う
な
中
、
岸
田
政
権
は
、

国
民
の
不
安
に
乗
じ
て
軍
事

費
を
5
年
で
倍
に
す
る
な
ど

の「
防
衛
力
の
強
化
」を
掲
げ

ま
し
た
が
、防
衛
ど
こ
ろ
か
、

日
本
を
全
面
戦
争
に
巻
き
込

む
中
身
と
な
っ
て
い
ま
す
。

▼
12
月
16
日
に
閣
議
決
定
さ

れ
た「
安
全
保
障
３
文
書
」で

は
、「
ミ
サ
イ
ル
な
ど
で
敵
基

地
攻
撃
能
力（
反
撃
能
力
）を

認
め
る
こ
と
、安
保
法
制（
平

和
安
全
法
制
）で
は
、
日
本

が
攻
撃
さ
れ
て
い
な
く
て
も

仮
に
ア
メ
リ
カ
が
戦
争
を
始

め
れ
ば
相
手
国
に
日
本
が
ミ

サ
イ
ル
等
で
攻
撃
を
行
う
こ

と
に
な
り
ま
す
。
▼
こ
れ
ら

の
軍
拡
の
財
源
と
し
て
所
得

税
や
法
人
税
の
増
税
、
新
た

な
国
債
の
発
行
や
コ
ロ
ナ
対

策
の
積
立
金
に
求
め
て
い
る

こ
と
も
問
題
で
す
。
▼
日
本

は
今
、「
戦
争
か
、
平
和
か
」

の
歴
史
的
岐
路
に
立
っ
て
い

ま
す
。
大
軍
拡
に
反
対
す
る

国
民
的
運
動
を
大
き
く
広

げ
、
戦
争
す
る
国
家
づ
く
り

へ
の
暴
走
を
打
ち
破
り
、
来

年
こ
そ
明
る
い
年
に
し
た
い

も
の
で
す
。 「

今
年
の
漢
字
」

に
な
ん
と
も
物

騒
な「
戦
」と
い

う
一
文
字
が
選

ば
れ
ま
し
た
。
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　急激な円安やロシアによるウクライナ侵略などの影響で、燃料や食料品な
どの価格がかつてない勢いで値上がりし、家計を圧迫しています。
　とりわけ、保護者が負担する年間の学校給食費は、墨田区も都内の平均と
ほぼ同程度で、小学校高学年が５万8,080円、中学校が６万3,305円と、義
務教育に係る費用では最も重い負担となっています。
　学校給食は、栄養を補給するだけでなく、一緒に食べることでコミュニケー
ションが豊かになり、心身の成長にもつながります。また、給食の食材やそ
れに関わる人、調理方法など、地域の伝統や日本の食文化を伝えることも食
育として大切です。さらに、人間として豊かに生きるために必要なことを、
食べる体験を積み重ねて学ぶ教育の場です。
　家庭の事情により、自宅で十分な食事をとることができない子どもたちの
“ 栄養格差 ” の改善という点でも、学校給食の果たす役割は重要であり、こ
のことを是正するために、現在、就学援助制度が設けられています。
　授業料については、「義務教育は、これを無償とする。」と定めた日本国憲
法第26条 第2項や教育基本法第５条第４項の規定により、徴収しないこと
とされています。当初は、自己負担が求められていた教科書購入費について
は、義務教育諸学校の教科用図書の無償措置に関する法律等により無償化さ
れました。
　しかし、学校給食費については、 学校給食法第11条第２項の規定により、
保護者の負担とされています。
　当該規定は、自治体による負担を否定したものではないため、東京都内に
おいては、公立小・中学校の給食費に対し、35区市町村が補助し、そのう
ち５町村が無償化とするなど、各自治体の判断による保護者への支援の取組
が広がっています。
　こうした取組の背景には、本区議会が本年９月30日付けで「子育て支援
の拡充に関する意見書」を提出したように、時代の変遷により、学校給食費に
ついては、救貧政策から子育て支援政策に転換するべきとの世論があります。
　よって、墨田区議会は、国会及び政府に対し、学校給食費の無償化を国の
政策に位置付け、自治体への財政的な支援を行うよう強く要望します。
　以上、地方自治法第99条の規定に基づき、意見書を提出します。

　令和４年12月　日
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　墨田区議会議長名

　衆議院議長、参議院議長、内閣総理大臣、
　総務大臣、財務大臣、文部科学大臣　あて 

学校給食費の無償化に関する意見書

学
校
給
食
費
の
負
担

軽
減
・
無
償
化
を

と
し
ま
区
議
は
、「
６

月
の
選
挙
で
選
ば
れ
た
杉

並
区
長
が
給
食
費
の
値
上

げ
を
撤
回
し
た
こ
と
に
よ

り
、
物
価
高
騰
の
も
と
で

給
食
費
を
値
上
げ
し
た
の

は
墨
田
区
だ
け
と
な
っ

た
」
と
指
摘
し
、「
４
月

代
表
質
問
を
行
う
、
と
し
ま
区
議

　
11
月
28
日
、
と
し
ま
剛
区
議
が
日
本
共
産
党
の
代
表
質

問
に
立
ち
、
来
年
度
の
予
算
編
成
な
ど
に
つ
い
て
、
山
本

区
長
、
並
び
に
加
藤
教
育
長
の
見
解
を
質
し
ま
し
た
。

か
ら
の
値
上
げ
は
撤
回
し
、

さ
か
の
ぼ
っ
て
保
護
者
に
助

成
す
る
」
こ
と
を
強
く
求
め

ま
し
た
。

山
本
区
長
は
、「
撤
回
及

び
値
上
げ
分
を
遡
っ
て
助
成

す
る
こ
と
は
考
え
て
い
な

い
」
と
背
を
向
け
ま
し
た
。

ま
た
、と
し
ま
区
議
は「
学

校
給
食
費
が
子
育
て
世
代
の

重
い
負
担
と
な
っ
て
い
る
中

で
、
無
償
化
す
る
自
治
体
が

急
速
に
増
え
て
い
る
。
無
償

化
の
意
義
と
必
要
性
に
つ
い

て
ど
う
認
識
し
て
い
る
の

か
」
と
迫
り
ま
し
た
。

加
藤
教
育
長
は
、「
義
務

教
育
に
お
け
る
給
食
費
は
、

国
が
広
域
的
に
対
応
す
べ
き

も
の
で
あ
り
、
区
単
独
で
の

無
償
化
の
実
施
は
考
え
て
い

な
い
」
と
消
極
的
な
姿
勢
を

示
し
ま
し
た
。

新
型
コ
ロ
ナ
第
８
波
か

ら
命
を
守
る
対
策
を

と
し
ま
区
議
は
、「
第
７

波
の
教
訓
を
ふ
ま
え
、
検
査

と
医
療
、
保
健
所 

体
制
強

化
な
ど
区
民
の
命
と
健
康
を

守
る
対
策
に
、
区
の
総
力
を

挙
げ
て
取
り
組
む
こ
と
」
を

強
く
要
求
。

区
長
は
、「
ワ
ク
チ
ン
接

種
の
推
進
、
抗
原
検
査
キ
ッ

ト
配
布
に
よ
る
検
査
体
制
の

強
化
、
オ
ン
ラ
イ
ン
診
療
体

制
の
整
備
を
行
っ
て
い
く
」

と
答
弁
し
ま
し
た
。

物
価
高
騰
か
ら
暮
ら
し

守
る
対
策
強
化
を

と
し
ま
区
議
は
、
現
金
給

付
型
施
策
を
行
わ
な
い
な

ど
、
区
の
支
援
策
が
他
区
と

比
べ
て
も
不
十
分
な
こ
と
を

批
判
し
、「
基
金
を
活
用
し

て
、
暮
ら
し
と
営
業
を
守
る

支
援
策
に
全
力
で
取
り
組
む

べ
き
」
と
質
問
。

区
長
は
「
国
の
補
助
金
等

を
活
用
し
た
事
業
な
ど
、
切

れ
目
な
い
支
援
策
を
実
施
し

て
い
る
」
と
強
弁
し
ま
し
た
。

来
年
度
予
算
編
成
で

３
つ
の
問
題
提
起

と
し
ま
区
議
は
、
来
年
度

予
算
編
成
に
つ
い
て
、
①
区

民
生
活
の
実
態
を
リ
ア
ル
に

把
握
し
、
暮
ら
し
を
守
り
・

応
援
す
る
予
算
に
す
る
こ
と
。

②
自
治
体
の
民
営
化
路
線
を

既
定
路
線
と
考
え
ず
、
質
の

高
い
サ
ー
ビ
ス
が
提
供
で
き
、

働
き
手
が
安
心
し
て
就
労
で

き
て
い
る
の
か
を
、
真
摯
に

検
討
し
、
見
直
す
こ
と
。
③

観
光
や
産
業
な
ど
の
再
開
発

優
先
か
ら
、
防
災
や
住
宅
、

環
境
改
善
を
重
視
し
た
町
づ

く
り
に
転
換
す
る
こ
と
を
提

起
し
ま
し
た
。

コ
ロ
ナ·

物
価
高
騰
か
ら
暮
ら
し
を
守
る
区
政
へ

　
　
　
　
　
　
　

と
し
ま
剛
区
議
が
日
本
共
産
党
の
代
表
質
問

日
本
共
産
党
は
、
憲
法
の

規
定
に
基
づ
き
「
学
校
給
食

費
を
無
償
と
す
る
」
こ
と
を

め
ざ
し
て
運
動
を
広
げ
る
と

と
も
に
、
物
価
高
騰
の
も
と

で
墨
田
区
が
学
校
給
食
費
に

助
成
を
行
い
、
保
護
者
負
担

の
軽
減
を
図
る
こ
と
を
繰
り

返
し
求
め
て
き
ま
し
た
。

今
回
、
全
会
一
致
で
可
決

さ
れ
た
意
見
書
は
、「
学
校

給
食
費
は
・
・
・
・
義
務
教

育
に
係
る
費
用
で
は
最
も
重

い
負
担
と
な
っ
て
い
る
」「
都

内
に
お
い
て
は
、
公
立
小
・

中
学
校
の
給
食
費
に
対
し
、

35
区
市
町
村
が
補
助
し
、
そ

の
う
ち
５
町
村
が
無
償
化
と

す
る
な
ど
、
各
自
治
体
の
判

断
に
よ
る
保
護
者
へ
の
支
援

の
取
組
が
広
が
っ
て
い
る
」

と
し
て
、「
国
会
及
び
政
府

に
対
し
、
学
校
給
食
費
の
無

償
化
を
国
の
政
策
に
位
置
付

け
、
自
治
体
へ
の
財
政
的
な

支
援
を
行
う
よ
う
強
く
要

望
」
す
る
も
の
で
す
。

　
墨
田
区
議
会
11
月
定
例
会
が
11
月
18
日
か
ら
12
月
12
日

ま
で
の
日
程
で
開
か
れ
ま
し
た
。

　
日
本
共
産
党
墨
田
区
議
団
は
、
本
区
議
会
に
「
学
校
給

食
費
の
無
償
化
を
求
め
る
意
見
書
（
案
）」
を
提
案
し
ま

し
た
。
こ
の
意
見
書
案
は
、
幹
事
長
会
で
協
議
さ
れ
、
一

部
字
句
等
の
修
正
の
う
え
ま
と
ま
り
、
本
会
議
に
お
い
て

全
会
一
致
で
可
決
さ
れ
ま
し
た
（
下
記
に
全
文
を
掲
載
）。
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え
ん
性
肺
炎
を
お
こ
し
、
転

院
し
て
ま
た
柳
原
病
院
に
戻

り
、
リ
ハ
開
始
す
る
。
6
月
に

は
腸
閉
塞
で
ま
た
病
院
に
戻
る
。

調
べ
る
と
総
胆
管
結
石
も
見

つ
か
っ
た
。
ま

だ
歩
行
が
う
ま

く
で
き
な
い
の

で
リ
ハ
ビ
リ
を

進
め
て
い
た
が
、

帰
宅
を
希
望
。

7
月
下
旬
に
は

発
熱
し
て
、
コ

ロ
ナ
と
診
断
さ

れ
、
全
身
状
態

は
貧
血
と
低
栄
養
に
な
り
、
全

身
の
む
く
み
が
出
て
き
た
。
少

し
ず
つ
食
欲
が
出
て
き
て
、
長

い
闘
病
生
活
を
家
で
や
ろ
う
と

思
っ
た
の
で
し
ょ
う
。
な
に
し

　
89
歳
の
男
性
が
都
営
住
宅
に

帰
っ
て
き
た
。
胃
ガ
ン
、
腸
閉

塞
、
肺
炎
で
何
度
も
入
退
院
を

繰
り
返
し
て
き
た
元
気
な
高
齢

者
。
今
年
の
夏
、
リ
ハ
ビ
リ
病

院
で
歩
け
る
よ
う
に
な
っ
て
か

ら
退
院
し
ま
し
ょ
う
と
病
院
の

ス
タ
ッ
フ
に
言
わ
れ
、
私
も
病

室
に
行
っ
て
話
を
し
た
が
、
今

回
は
何
と
い
っ
て
も
、
こ
ち
ら

の
話
を
聞
か
な
か
っ
た
。
も
う

家
に
帰
り
た
い
。
4
月
か
ら
4

カ
月
間
の
入
院
。
吐
血
し
て
カ

メ
ラ
の
途
中
で
具
合
が
悪
く
な

り
、
み
さ
と
健
和
に
転
院
。
誤

ろ
自
分
の
家
に
帰
り
た
い
。
住

み
慣
れ
た
家
に
帰
り
た
い
。
独

居
生
活
で
あ
る
の
で
、
ま
わ
り

か
ら
は
止
め
ら
れ
る
。
最
後
は

家
で
死
に
た
い
。
私
も
こ
の
患

者
の
気
持
ち
が
わ
か
っ
て
き
た
。

家
に
帰
っ
て
き
て
、
8
月
か
ら

は
朝
、
昼
、
夕
と
ヘ
ル
パ
ー
が

入
っ
て
食
事
を
さ
せ
、
毎
日
、

訪
問
看
護
が
入
り
、
生
活
保
護

の
た
め
利
用
枠
の
自
己
負
担
も

あ
り
、
財
布
の
中
は
空
っ
ぽ
で

し
た
。
今
は
静
か
に
ベ
ッ
ド
に

寝
て
、
私
が
行
く
と
「
あ
あ
、

先
生
か
」
と
目
を
さ
ま
す
。
耳

に
は
イ
ヤ
ホ
ン
が
あ
り
国
会
中

継
を
静
か
に
聞
き
入
っ
て
い
る
。

頭
も
し
っ
か
り
し
て
い
る
高
齢

者
で
あ
る
。

自分の居場所は家

12
月
12
日
の
区
議
会
で
、
は
ら
つ
と

む
区
議
が
、
補
正
予
算
や
条
例
案
の
賛

否
に
つ
い
て
意
見
を
述
べ
ま
し
た
。

　

◇　
　
　
　
　

◇

は
ら
区
議
は
、「
補
正
予
算
案
で
問

題
な
の
は
、
国
民
健
康
保
険
、
介
護
保

険
、
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
の
３
特
別

会
計
の
決
算
剰
余
金
11
億
６
９
４
５
万

円
余
を
一
般
会
計
に
繰
り
戻
し
、
財
政

調
整
基
金
に
積
み
立
て
て
い
る
こ
と
だ

と
し
て
、
高
過
ぎ
る
保
険
料
を
直
ち
に

引
き
下
げ
る
た
め
に
使
う
べ
き
」
と
主

張
し
ま
し
た
。

ガ
ソ
リ
ン
代
の
高
騰
等
を
理
由
に
粗

大
ご
み
と
事
業
系
ご
み
の
処
理
手
数
料

を
値
上
げ
す
る
条
例
案
に
つ
い
て
、「
物

価
高
騰
で
生
活
や
営
業
が
苦
し
い
中
、

追
い
打
ち
を
か
け
る
値
上
げ
は
や
め
る

べ
き
」
と
厳
し
く
批
判
。

区
立
あ
お
や
ぎ
保
育
園
を
廃
止
し
て
、

民
間
に
移
譲
し
よ
う
と
す
る
条
例
案

に
つ
い
て
、「
コ
ロ
ナ
危
機
の
も
と
で
、

公
共
の
重
要
性
が
改
め
て
見
直
さ
れ
て

い
る
。
公
的
責
任
を
完
全
に
放
棄
し
て
、

区
立
保
育
園
を
民
間
に
移
譲
す
る
こ
と

は
や
め
る
べ
き
」
と
指
摘
し
ま
し
た
。

本会議で討論に立つ、はら区議

日
本
共
産
党
墨
田
区
議
団

は
12
月
6
日
、「
２
０
２
３

年
度
墨
田
区
予
算
編
成
に
関

す
る
要
望
書
」
を
山
本
区
長

に
提
出
し
ま
し
た
。

予
算
要
望
書
は
、「
長
引

く
新
型
コ
ロ
ナ
危
機
と
深
刻

な
物
価
高
騰
の
も
と
で
、
区

政
が
暮
ら
し
を
守
る
役
割
を

果
た
す
こ
と
が
、
い
つ
に
も

増
し
て
求
め
ら
れ
て
い
る
」

と
し
て
、「
物
価
高
騰
か
ら

暮
ら
し
と
営
業
を
守
る
緊
急

対
策
」
16
項
目
、「
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対

策
」
10
項
目
、
及
び
「
区
民

の
暮
ら
し
を
ま
も
り
、
負
担

軽
減
を
図
る
重
点
要
望
」
17

項
目
な
ど
、
全
部
で
２
４
３

項
目
に
わ
た
っ
て
い
ま
す
。

「
区
独
自
の
生
活
支
援
金

を
給
付
す
る
こ
と
」「
発
熱
外

来
の
対
象
者
を
絞
り
込
ま

ず
、
医
療
提
供
体
制
を
抜
本

的
に
強
化
・
拡
充
す
る
こ
と
」

「
国
民
健
康
保
険
料
、
後
期

高
齢
者
医
療
保
険
料
、
及
び

介
護
保
険
料
の
緊
急
減
免
な

ど
、
負
担
軽
減
策
を
講
じ
る

こ
と
」「
学
校
給
食
費
の
無
償

化
を
め
ざ
し
、
計
画
的
に
保

護
者
負
担
の
軽
減
策
を
実
施

す
る
こ
と
」
な
ど
を
求
め
て

い
ま
す
。

区
民
サ
ー
ビ
ス
を
切
り

詰
め
、
１
年
間
で

１
０
７
億
円
余
も

基
金
ふ
や
す

　

２
０
２
１
年
度
の
１
年

間
で
基
金
積
立
額
は
１
０
７

億
６
５
３
３
万
円
も
増
え
て
、

４
３
４
億
７
９
３
３
万
円
に

な
り
ま
し
た
。

　

日
本
共
産
党
は
、「
コ
ロ

ナ
危
機
の
も
と
、
暮
ら
し
や

営
業
を
守
る
施
策
に
基
金
を

活
用
す
る
よ
う
求
め
て
き
た

が
、
十
分
な
対
策
を
行
わ
ず
、

逆
に
基
金
が
大
幅
に
増
え
て

い
る
の
は
問
題
だ
」と
厳
し

く
批
判
し
ま
し
た
。

補
聴
器
購
入
費
助
成
の

拡
充
を

　
「
高
齢
者
補
聴
器
購
入
費

助
成
を
受
け
た
人
た
ち
の
平

均
購
入
額
は
い
く
ら
か
」の

質
問
に
、
区
は「
13
万
円
か

ら
14
万
円
」と
答
弁
。

　

日
本
共
産
党
は
、「
以
前

よ
り
も
助
成
額
２
万
円
と
の

差
が
開
い
て
い
る
。
実
態
に

見
合
っ
た
額
に
引
き
上
げ
る

べ
き
」と
追
及
し
ま
し
た
。

公
的
住
宅
の
提
供
、

家
賃
助
成
の
実
現
を

　

区
が
実
施
し
た
ア
ン

ケ
ー
ト
で
は
、「
住
宅
セ
ー

フ
テ
ィ
ー
ネ
ッ
ト
」に
つ
い

て
、「
民
間
住
宅
を
借
り
上

げ
、
提
供
」、「
家
賃
助
成
制

度
の
充
実
」、「
公
的
住
宅

の
提
供
」が
合
計
で
45
％
に

上
っ
て
い
ま
す
。

　

日
本
共
産
党
は
、「
こ
れ

ら
の
声
に
応
え
て
、
実
効
性

の
あ
る
直
接
支
援
を
行
う
べ

き
」と
迫
り
ま
し
た
が
、
区

は
冷
た
い
答
弁
に
終
始
し
ま

し
た
。

公
衆
ト
イ
レ
の
削
減

計
画
は
撤
回
せ
よ

　

区
は
昨
年
12
月
、
１
３

８
カ
所
あ
る
公
衆
ト
イ
レ
の

う
ち
、
34
カ
所
を
廃
止
す
る

「
公
園
等
公
衆
ト
イ
レ
の
改

築
方
針
」を
策
定
し
ま
し
た
。

　

日
本
共
産
党
は
、「
他
区

で
は
、
公
衆
ト
イ
レ
の
統
廃

合
方
針
で
は
な
く
、
整
備
計

画
を
区
の
基
本
構
想
や
、
ま

ち
づ
く
り
方
針
に
基
づ
い
て

策
定
し
て
い
る
。
本
区
に
お

い
て
も
、公
衆
ト
イ
レ
の「
あ

り
方
」「
位
置
づ
け
」を
明
確

に
し
て
、
区
民
等
の
利
便
性

や
住
環
境
の
向
上
、
観
光
に

も
寄
与
す
る
区
の
魅
力
の
向

上
に
も
つ
な
が
る
整
備
計
画

を
策
定
す
べ
き
」と
主
張
し

ま
し
た
。

　
決
算
特
別
委
員
会
で
発
言
す
る
高
柳
区
議（
上
）と
山
下
区
議（
下
）

墨田区議会定例会11月議会で議決された主な議案等と各党の態度

※「立憲墨」は「立憲民主党墨田区議団」、「墨民主」は「墨田民主クラブ」、「オン」は「墨田オンブズマン」、
「新す」は「新しいすみだ」、「絆」は「地域連合「すみだの絆」」、「無」は「無所属」の略

　
区
の
２
０
２
１
年
度
の
各
会
計
決
算
を
審
査
す
る
区
議

会
決
算
特
別
委
員
会
が
10
月
21
日
か
ら
11
月
10
日
ま
で
の

7
日
間
の
日
程
で
開
か
れ
ま
し
た
。

　
日
本
共
産
党
か
ら
、
高
柳
東
彦
区
議
と
山
下
ひ
ろ
み
区

議
が
委
員
と
な
り
、
切
実
な
区
民
要
求
の
実
現
に
向
け
て
、

積
極
的
な
提
案
と
論
戦
を
行
い
ま
し
た
。

共産 自民 公明 立憲墨 墨民主 オン 新す 絆 無 結果
令和３年度墨田区一般会計歳入歳出決算 × 〇 〇 〇 〇 × 〇 〇 〇 認定
令和３年度墨田区国民健康保険特別会計歳入歳出決算 × 〇 〇 〇 〇 × 〇 〇 〇 認定
令和３年度墨田区介護保険特別会計歳入歳出決算 × 〇 〇 〇 〇 × 〇 〇 〇 認定
令和３年度墨田区後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算 × 〇 〇 〇 〇 × 〇 〇 〇 認定
墨田区営運動場条例の一部を改正する条例（利用料の値
上げ）

× 〇 〇 〇 〇 × 〇 〇 〇 可決

墨田区廃棄物の減量及び処理に関する条例の一部を改正
する条例（処理手数料の値上げ）

× 〇 〇 〇 〇 × 〇 〇 〇 可決

墨田区保育所条例の一部を改正する条例 × 〇 〇 × 〇 〇 〇 〇 〇 可決
墨田区子育てひろば条例の一部を改正する条例 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 可決
墨田区押上保育園の指定管理者の指定について × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 可決
墨田区きんし保育園の指定管理者の指定について × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 可決
墨田区長浦保育園の指定管理者の指定について × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 可決
文花子育てひろばの指定管理者の指定について × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 可決
本所地域プラザの指定管理者の指定について × 〇 〇 〇 〇 × 〇 〇 〇 可決
墨田区議会議員の議員報酬の特例に関する条例 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × 〇 可決
学校給食費の無償化に関する意見書 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 採択
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